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令和８年度病院事業当初予算 収益的収⽀の概要 02令和８年度当初予算（案）

区 分 令和８年度当初
A

令和７年度当初
B

増 減
A−B 伸率 備 考

経常収益 ① 192,377 179,931 ＋ 12,446 ＋6.9％

⼊院収益 109,866 102,990 ＋ 6,876 ＋6.7％

外来収益 48,522 44,584 ＋ 3,938 ＋8.8％

⼀般会計繰⼊⾦ 20,444 18,756 ＋ 1,688 ＋9.0％

その他収益 13,545 13,601 ▲ 56 ▲0.4％

経常費⽤ ② 198,021 184,985 ＋ 13,036 ＋7.0％

給 与 費 93,816 86,949 ＋ 6,867 ＋7.9％

材 料 費 55,953 52,323 ＋ 3,630 ＋6.9％

経 費 31,725 30,208 ＋ 1,517 ＋5.0％

その他費⽤ 16,527 15,505 ＋ 1,022 ＋6.6％

経常損益 ③(①−②) ▲ 5,644 ▲ 5,054 ▲ 590 −

特別利益 ④ 2,767 26 ＋ 2,741 −
旧⻄宮病院の⽤途廃⽌に伴うもの

特別損失 ⑤ 5,883 1,668 ＋ 4,215 −

純 損 益 ③＋④−⑤ ▲ 8,760 ▲ 6,696 ▲ 2,064 −

（単位：百万円）

 診療報酬改定の影響や経営対策委員会で議論した収⽀改善策の実施等により収益増加を⾒込む
が、物価や賃⾦の⾼騰等により費⽤がそれ以上に増加するため、厳しい経営状況が続く⾒込。

区分 令和８年度 令和７年度 増減

病床利⽤率 87.9% 86.9% ＋1.0㌽

延⼊院患者数 1,400千⼈ 1,366千⼈ ＋34千⼈

延外来患者数 1,921千⼈ 1,851千⼈ ＋70千⼈

区分 令和８年度 令和７年度 増減

給与費⽐率 58.4% 58.2% ＋0.2㌽

材料費⽐率 33.9% 34.1% ▲0.2㌽

経 費⽐率 19.2% 19.5% ▲0.3㌽

※計数については、百万円未満四捨五⼊のため、合計が合わない場合がある。以降の表についても同様。
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（参考）令和７年度病院事業決算⾒込 収益的収⽀の概要 03令和８年度当初予算（案）

区 分 令和６年度決算
A

令和７年度⾒込
B

増 減
B−A 伸率 備 考

経常収益 ① 169,140 181,723 ＋ 12,583 ＋7.4％

⼊院収益 97,659 102,243 ＋ 4,584 ＋4.7％

外来収益 41,352 43,864 ＋ 2,512 ＋6.1％

⼀般会計繰⼊⾦ 16,637 19,580 ＋ 2,943 ＋17.7％

その他収益 13,491 16,036 ＋ 2,545 ＋18.9％

経常費⽤ ② 181,988 193,753 ＋ 11,765 ＋6.5％

給 与 費 87,530 92,319 ＋ 4,789 ＋5.5％

材 料 費 49,710 53,599 ＋ 3,889 ＋7.8％

経 費 29,325 31,551 ＋ 2,226 ＋7.6％

その他費⽤ 15,424 16,284 ＋ 860 ＋5.6％

経常損益 ③(①−②) ▲ 12,849 ▲ 12,030 ＋ 819 −

特別利益 ④ 98 83 ▲ 15 −

特別損失 ⑤ 532 1,471 ＋ 939 −

純 損 益 ③＋④−⑤ ▲ 13,283 ▲ 13,418 ▲ 135 −

（単位：百万円）

区分 令和６年度 令和７年度 増減

病床利⽤率 81.2% 84.7% ＋3.5㌽

延⼊院患者数 1,302千⼈ 1,324千⼈ ＋22千⼈

延外来患者数 1,778千⼈ 1,773千⼈ ▲5千⼈

区分 令和６年度 令和７年度 増減

給与費⽐率 61.9% 62.2% ＋0.3㌽

材料費⽐率 34.5% 35.2% ＋0.7㌽

経 費⽐率 20.0% 20.5% ＋0.5㌽

区分 尼崎 ⻄宮 加古川 姫路 丹波 淡路 こころ こども がん 粒⼦線 神⼾陽⼦ 合計
令和６年度決算 ▲2,196 ▲1,784 ▲1,495 ▲1,992 ▲1,271 ▲796 ▲351 ▲1,609 ▲285 ▲671 ▲400 ▲12,849
令和７年度⾒込 ▲2,817 ▲931 ▲1,861 ▲418 ▲1,384 ▲1,267 ▲125 ▲1,642 ▲418 ▲706 ▲461 ▲12,030

［病院別経常損益］
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区 分 令和８年度当初
A

令和７年度当初
B

増 減
A−B 伸率

収 ⼊ 42,772 59,877 ▲ 17,105 ▲28.6％

企 業 債 34,089 51,044 ▲ 16,955 ▲33.2％

⼀般会計負担⾦ 8,672 7,622 ＋ 1,050 ＋13.8％

その他収⼊ 11 1,211 ▲ 1,200 ▲99.1％

⽀ 出 49,249 65,216 ▲ 15,967 ▲24.5％

建設改良⼯事費 34,308 52,790 ▲ 18,482 ▲35.0％

企業債償還⾦ 14,822 12,274 ＋ 2,548 ＋20.8％

投資（貸付⾦等） 119 152 ▲ 33 ▲21.7％

差 引 ▲ 6,477 ▲ 5,339 ▲ 1,138 −

令和８年度病院事業当初予算 資本的収⽀の概要 04令和８年度当初予算（案）

 がんセンターの建替整備⼯事が本格化する⼀⽅、⻄宮総合医療センター（仮称）の建築⼯事完
了により、収⼊、⽀出ともに減少。

（単位：百万円）
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⑴ 診療機能の⾼度化
⑵ 機能分化・連携強化
⑶ 診療の効率化と安全な医療の両⽴

病院事業の経営状況は⼤変厳しいことから、令和８年度も経営改善の取組を着実に進めて
いくが、そのような中にあっても、県⺠に安全・安⼼な医療を提供するため、県⽴⻄宮病院
の統合再編をはじめ、各病院の特徴を活かした診療機能の充実を図るなど、基本理念である
「県⺠と地域から信頼され安⼼できる県⽴病院づくり」の実現に向けた事業を展開していく。

県⺠と地域から信頼され安⼼できる県⽴病院づくり

Ⅱ.変⾰する医療への的確な対応

Ⅲ.収⽀構造の最適化

Ⅰ.医療の質の更なる向上

病院構造改⾰体系表
[基本理念]

[基本⽅針]

Ⅳ.運営基盤の強化

⑴抜本的な経営改⾰に係る取組
⑵適正な設備投資・施設管理
⑶⼀般会計負担の考え⽅
⑴医師・看護師等の県⽴病院を⽀える医療⼈材の確保・育成
⑵働き⽅改⾰の推進
⑶患者満⾜度の向上
⑷相応しい経営形態の検討

⑴地域医療構想・地域包括ケアシステムへの対応
⑵平時を含む新興感染症等への対応
⑶病院ＤＸの戦略的展開

05令和８年度 病院局事業⽅針
令和８年度当初予算（案）
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令和８年度 病院局主要事業 06
■県⽴病院の主なトピックス

令和８年度当初予算（案）

・県⽴⻄宮病院と⻄宮市⽴中央病院を統合再編し、⻄宮市域及び阪神圏域における中核的な医療機関とし
て、令和８年７⽉１⽇に県⽴⻄宮総合医療センター（仮称）を開院。

⻄宮総合医療センター（仮称）の開院

〇開 院 ⽇：令和８年７⽉１⽇（予定）
○診療科⽬：35科
○病 床 数：552床（⼀般病床544床、精神病床8床）

※移転に伴う患者受⼊調整の影響等を踏まえ、
開院時は、502床で段階的オープンを実施

○ 場 所：⻄宮市津⾨⼤塚町
○延床⾯積：約56,500㎡

新病院の概要

〇⾼度専⾨・急性期医療の提供
・⾎管撮影装置（アンギオ）を備えた⼿術室を整備
・⼿術⽤ﾛﾎﾞｯﾄ、ﾘﾆｱｯｸなど最新の医療機器を導⼊

〇災害への対応
・広域災害時の傷病者ﾄﾘｱｰｼﾞや処置ｴﾘｱ・設備の確保
・ﾍﾘﾎﾟｰﾄの整備、免震構造の採⽤など、災害に強い病院を整備

施設の特徴 ～良質かつ優しい医療で地域に貢献するスマート・ホスピタル～

〇救急医療の充実
・最新鋭のハイブリッドERを備えた救命救急センターを設置
・⻄宮市が敷地内に設置する救急ワークステーションと連携・協⼒

○感染症への対応
・感染専⽤動線（専⽤エレベーター等）
・陰圧設備付き診察室、病室、⼿術室などの確保

【建設中写真】
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令和８年度 病院局主要事業 07令和８年度当初予算（案）

・神経難病センターの機能強化を図るため、運動機能や認知機能の改善の効果が期待される
VR技術をリハビリ訓練に導⼊。

加古川医療センターにおける神経難病センターでのVRリハの導⼊

○仮想現実（VR）技術を活⽤した次世代リハビリ医療機器の導⼊
・VR技術による転倒リスクを低減しながらの重⼼移動・体幹機能訓練が可能
・患者の状態にあわせた、きめ細やかな負荷調整が可能
・ゲーム感覚でリハビリに取り組めるなど、リハビリへのモチベーションアップに寄与

事業概要

仮想空間における座位姿勢での
体幹バランス訓練

■県⽴病院の主なトピックス

・⼩児から成⼈まで切れ⽬なく腎疾患に対応する診療体制を強化するため、⼩児・成⼈腎臓病センターを新たに整備。
播磨姫路圏域で唯⼀となる⽣体腎移植医療体制を本格稼働。

はりま姫路総合医療センターにおける⼩児・成⼈腎臓病センターの整備

○腎臓内科・⼩児科・泌尿器科が協働し、幅広い年齢層に対応した専⾨的治療を提供
○地域の急増する腎疾患ニーズに応え、重症化予防から⾼度治療まで⼀貫した⽀援を実施

事業概要

・⼩児がん拠点病院としての機能充実を図るため、緩和ケア内科を新たに設置。
緩和ケアが必要な患者に対して、より充実した緩和ケア医療を提供。

こども病院における緩和ケアの充実

○緩和ケア内科を新設し、専⾨の医師による緩和ケア医療を提供
○医師・看護師等で構成する緩和ケアチームを中⼼に、病気・治療と向き合う
患者・家族に対するカラダとこころのケアやサポートを提供

事業概要

海中や花⽕などを楽しめる
特別プレイルームを病棟に設置



Hyogo Prefecture

令和８年度 病院局主要事業 08令和８年度当初予算（案）

・⼊院する⼦ども達とその家族に勇気と笑顔を届け、療養環境の向上を図るため、
ホスピタル・ファシリティドッグⓇ導⼊。（ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞﾝｸﾞ寄附⾦を活⽤）

こども病院におけるファシリティドッグの導⼊

○４⽉〜 ：院内での活動開始（試⾏期間６カ⽉程度）
○１１⽉頃：正式就任（就任式実施予定）
【参考：R7に実施したクラウドファンディングの結果】
期間：R7.5.12〜7.10 寄附⾦総額：約4,500万円（2,263件）

導入スケジュール等

■県⽴病院の主なトピックス

・地域から選ばれ続ける病院を⽬指し、PFM※において術後早期回復プログラム（ERAS※）の適⽤拡⼤による早期退院
⽀援や、より分かりやすく治療内容を説明するための患者向け動画説明システム導⼊など⾼度化に取り組むとともに、
メディアミックス型での分かり易い情報発信⼒強化を図る。

尼崎総合医療センターにおけるPFM⾼度化と発信⼒強化

○ ERAS対象を膵臓がん以外のオペ症例にも拡⼤
○⼊院に対する患者・家族の理解度促進を図るための動画説明システム導⼊
○ Web「知るAGMC 」、広報誌「読むAGMC」、ラジオ「聴くAGMC」や医師向け
情報サイトなどメディアミックス型情報発信の強化

事業概要

※ PFM（Patient-Flow-Management）= ⼊院前から退院まで⼀貫した患者⽀援
※ ERAS（Enhanced Recovery After Surgery）
＝多職種が連携して術前から早期に介⼊（栄養や筋⾁量の管理等）することで、術後の回復を早める取り組み

読むAGMC
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・ドクターカーの整備

令和８年度当初予算（案）

■ 兵庫県⽴病院応援プロジェクトの創設【ふるさとひょうご寄附⾦】

 ⾮常に厳しい経営環境の下でも良質な医療を持続的に提供していくため、地域医療の最後の砦
である県⽴病院を県出⾝者や県⺠等の寄附による⽀援により、未来に、次の世代につなげてい
く応援プロジェクトを創設

令和８年度 病院局主要事業 09

○ 充当内容
県⽴病院の医療機能の向上や運営基盤の強化（医療提供体制の維持）
［充当例］
・救急医療・周産期医療・⼩児医療等の医療提供体制の整備
・医療機能の向上や患者利便性向上に資する医療機器等の整備 等

・アンギオの整備

先進的な医療機器の整備救急医療提供体制の整備
・新⽣児⽤⼈⼯呼吸器の整備

⼩児医療提供体制の整備
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 コロナ禍以降続いている病院経営への逆⾵に対応していくため、経営対策委員会での議論等を踏まえ、費⽤
削減・収益増加の両⾯から収⽀改善策を実施し、経営改善を進める。

（参考）経営改善に向けた取組 10
令和８年度の取組

⼀定の条件の下で今後の収⽀を⾒込むと、当⾯は厳しい状況が続くが、経営改善を進めることにより、将来的には緩やかに回復していく⾒込。

今後の収支見通し

令和８年度当初予算（案）
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病院 主な取組内容

尼 崎 現在の患者動向に対応した看護配置の⾒直し、委託内容の精査

⻄ 宮 患者調整等の影響を最⼩限にし、経営の安定を図るため、段階的
オープンを実施

加古川 診療科別の稼働状況分析等に基づく関係医療機関への訪問強化

姫 路 現⼊院患者や⼊院待機患者の情報共有の徹底等による病床利⽤率
の向上

丹 波 現在の患者動向に対応した看護配置の⾒直し、⼊院・外来単価の
向上

病院 主な取組内容

淡 路 集中系病床の集約配置等による効率化・収益増加、リハビリテー
ション体制の充実

こころ 診療報酬加算の新規・上位加算の取得推進

こども 現在の患者動向に対応した看護配置の⾒直し、⼿術・検査件数の
増加

が ん 病棟の⼀時休⽌

粒⼦線 粒⼦線治療の有効性をPRすること等による集患の強化

経常損益の推移 内部留保資⾦残⾼の推移

（※経営対策委員会報告書の収⽀⾒通しの数値を時点修正。令和８年度以降は、⼀定の⼈件費や物価の上昇等を⾒込んでいる。）
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＜各事業に関する問合せ先＞
◆P.６ 病 院 局 企 画 課 病院整備班 内線７６０１８ TEL 078-362-9169
◆P.７ こ ど も 病 院 総 務 課 内線２４１０１ TEL 078-945-7300

はりま姫路総合医療センター 経営企画課 内線７７０３１ TEL 079-289-5080
加 古 川 医 療 セ ン タ ー 総 務 課 内線２２１３ TEL 079-497-7000

◆P.８ こ ど も 病 院 総 務 課 内線２４１０１ TEL 078-945-7300
尼 崎 総 合 医 療 セ ン タ ー 経営企画課 内線５４０１８ TEL 06-6480-7000

◆P.９，10 病 院 局 経 営 課 経 営 班 内線７６０６３ TEL 078-362-3301


